
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4
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■事業経費

0

2,793

0

125,000

2,793

計　画

125,000

125,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

食糧費

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償金 100,000

125,000 125,000

印刷製本費 10,000

特　記　事　項

特　記　事　項

2,793

金　額

特　記　事　項

町広報紙に特集記事を掲載し、意識調査することを検討したいと思います。
→実施手法を変更してしまったことで、児童虐待に関してどの程度の関心をもっているか、実態的な
数字で確認することができなくなってしまいました。
→今後具体的な課題を捉えるためにも、理解や関心度を確認していく手法は引き続き検討していきま
す。

0

2,793

0

0

消耗品費

5,000

消耗品費

印刷製本費

食糧費

印刷製本費

10,000

5,000

10,000

児童虐待に対する関心度

８０％ ―

食糧費

報償金 100,000

10,000消耗品費

サブリーダー 加　藤　敦　史

計
画

児童虐待防止月間である11月に合わせて、ワークショップや講演会の開催、広報紙による特集記
事の掲載などを行います。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

報償金

児童虐待防止キャンペーン事業

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 児童福祉

財
　
源

児童虐待防止月間である11月に合わせて、児童館きのこのもりで開催した「きのこまつり」におい
て、チラシやオレンジリボンを配布し周知啓蒙活動を行いました。また児童虐待の未然防止を目
的として、1月に西小学童クラブにおいて、ＣＡＰ（Child Assault Prevention）プログラムを開催しま
した。これは、暴力を許さない社会をつくるために、自分と他者の人権の重さと大切さについて学
ぶワークショップで、学童クラブ在籍児童だけでなく、学童指導員と児童の保護者へのプログラム
も実施し、こども達の生活圏に保護者や先生を含む援助コミュニティーを生み出し、こどもへの暴
力防止につなげるものです。

どのような成果が現れます（現れました）か？

児童虐待の現実を住民の皆さんに広く知っていただくことで、ウチの子だけでなく近所の子にも関心
を持つようになり、「地域の力」を児童虐待の未然防止に生かすことが出来ます。

児童虐待の現実を住民の皆さんに広く知っていただく、という所期の目的と変化してしまいましたが、
集客が期待できる児童館のイベントに合わせ、直接的に呼びかける活動としたことで、結果的に期待
していた「地域の力」を借りながらの児童虐待の未然防止に寄与することができたと思います。
ＣＡＰプログラムの参加者数は、児童84名、保護者26名、学童クラブ指導員18名でした。終了後のア
ンケートをみると、参加者からも高い評価が得られたように感じました。
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